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163.近江八幡市北東部における

2・3の竪穴住居について

1. はじめに

1I~"'1I62 ・ 63:(1'./~の 2 かイドにわたって 、県営!it~~!ß1~jj

・ji.-:!I?!二 f'l'.う 'J~Ijij ~rH~li ，~'，J N:を、j!Li1:八111，か打北東持1)!二おい

てiむl交(I(Ji出あ，'I.fI(Jに夫総してきた。その中で、今まで米

f.~作であゥた!蛍火 1i:/，';'1J'lIl{ f1l G3.íド l~rJl.11tにおいて 3 逃

湖、 6地点で13州統l泌されたので、ここに速報として記

す Lのである.

2.位置とこれまでの状況

，.~jo.-t象地It. 家: -1.町とのほ宇佐線に絞した長岡町~

長光寺町にかけてのj也械であリ、 j!i:iL八紛市j或の放北

京辺にあたるo /，'，1知のj立跡であるi:'fJ*遺跡 ・後Jllilli事

・ 金剛キ遺跡 ・ 大子 IjíJjiï~事 ・ 1-.下jm事の Si立跡を縦断

する結"*となリ、その後n部分をむ多〈含んでいる。

o-泣跡、l;t、，..... :j水、イ含剛司、】立2事では発絡調1f.例があリ、

慨i.l.9世紀代以除であることが拘!られている o f自の 4

i立跡については、 l!iJi'l II ，~lt .中t止のj立物散布地と記さ

れているのみであリ、今l吋の;:JIHf.によ 'Ji蛍跡、の性格の

-~.ぬがIリl らかにさ 1 した Lのである。したがって 、二れ

までに.r.J後Jtl!.減における l経穴0:/，';'の線認l抑lはないわけ

である。

ニニで、川;w也における状況、特に!後火I:EI苛の終米

j切についてす'i1二枚.1:'1¥しておくよととする。

現イ1:のi!Li1:八11翰rJjrl'心部に位iflずるIIJllff. 7Lill氏鉛

i立跡でl;t.、弥生時代後mトイiJ!即時代lìîjJ~Jの持~t立住建物

て寸，Y/成されるリ~~'i高が靴;泌されており 、 先進・I~t を示して

いる.市!&rtim;にあたる卜JlIll汀を中心として存抗する

蛇以 ・鋭f."::i:. l!I.ザ:院 ・ 者liA， ~i立跡では 、 弥生時代中

lUI-訪れ時代前IUI を中心として、u/.許'~~i: i.立跡では 71世

紀Ili、鋭q:院j立跡では 7tu:紀'I'~、ーli木l京i立跡では 7

世紀後‘I~の明火 14:'，';'がC在\必されている. 卜.下j立Z専の西

)jにある政/町 ・半日l遺跡では凸jJft時代後半までの、

また ~Ujの7計約i立紛で 1J. 6 - 711t紀代の笠穴住，~I;が験

H¥されている いずれにしても、級学院i立勝に見られ

る隙に、 71!l:紀中必に t;t.Pitl..iLH:往物がItI，号形態の主流

となリ、阪穴!主肘 l孟急~に ítìfiする傾lí'Jがうかがわれ

る.
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第 IIl?l調査対象地{黒丸lま竪穴住居検出地点)

UK 後)11遺跡 KS:上下遺跡

安ゴ:1IIT1人lでは、初ml.:llt:.'巴".~: ・ 4 、 '1';立跡で弥生時代

後期-，'，打'tll.~代，ìíjmlの問火 fì:l.';が多数陥必されている

が、1)'ぼ ，.&;!~j立制:においては、 HIい，ì:H:!ill物と共存す

る奈良11粁にの13f火1i:/l:・が{焔，認されている。 HiflilJは少な

いが、 tiii.i1の;Li:iI:八峨rJjMとは終JU時WIにずれがある

ことがJ肘!前さ ilる合

3，各遺跡における状況

5を穴住'，rit止、後川jj立跡において 3地点 7十点、大下，jij

治問、において 1十点、 卜:-F;立~~:に j; いて 2 地点1[t!U隙認
されたが、後Jllj主制:と 1:下追跡のものについて、以下

その状況を認す
叫44-h

(l) 1去川j立跡

当j立跡IJ.、[<[U町集泌を小心とする Lのであり、北

f~ ( U K )で 2 か所、出ur~ ( UK2 lで l か所験tH された。

まず、北側TB として .;23じしたが~6∞併のふ~1d又m半

に必いて 5悼の'M穴住'，'iカ・倹111された (UK-T8-

SHl-Sl，丙宇部分ItrJ'・;5:1陀の;I:t礎・iaを主とし

ているが、全体に:iiイ1:-，-るビ'/1.にft.'後穴住居とは

1 l'(iiJII~JUIの i立物を合む L のがある . ただし、明~f.な建

物1 として t;t. t:~えられるしのはなか勺た. 's f必のうち S



H 211床而がわずかに残存していたのみであり、 SH

4についても南西倒的がわずかに検出されたのみである

ので、ここでは SH 1・3・5の 3練について記述す

る。

S H 11立、東西3.8m、Fお・北4.3mを計リ 、主事UJ方位

11 N -10・-wを取る。床砲には、 4か所不盟主形の洛ち

込みが認められるが、採さは数cm前後と浅く、これら

の製土である H古賀茶色砂rt土 ・紫褐色土111合土上沼iを
床而と考-える。床前には位穴11認められず、}1:[辺にカ

マド痕が2か所見受けられる。カマド痕{立、泌さ約10

cmの床而!I:l:リ込み部分のみであリ、後土・炭化物の地

械がある。東辺中央部の方が古〈 、新しいむのは南側

に|続殺してt'lt築されているが、いずれもり正面より若干

突出している。

i立物{止、北西即時床開とカマド僚を中心 として出土し

ている(第 2図). 1 1;1;、土r，ili総の王手である。口径 ・総

高lま19.0cm・5.0cmを計り 、骨量向指数はおとなる。ロ紋

都はやや外傍気味にのび、総額1をきIf:il主におさめる。内

簡は、底昔I1にラセン状H台文が 3 mに、口被古都に 2.1]貨の

斜方射状H音文が飽きれている。外部i立、口縁外に Ij:縦

方向のへラミガキが施され、底部はへラケズリののち

銀問圧痕によって~mさ nて L、る。

2 -41ま須jiEi得票nであリ 、3と4はセ .. /トとなる可

能性が高い。 21ま高台を有 しない杯身であり、焼きひ

ずみが著しいが、口径11.6cm、線路 3.9cmを計る。回

転へラ1;1J りの後来l1Ii.l~をの底苦rsは JL昧を帯び、口綾部は

外11へ長くのびる。 3は口径15.0cmを計り、夫弁書rltま

緩やかに内切し 、 扇Jr~な宝珠つまみを持つ。端音rs l;t;:垂

直にのびるが鱒〈、鈍い。 41ま、口径14.5cm、苦手広4.3

cm、荷台後10.0crnを計る。 Qf;証書rw.直線的に外方への

ぴ、荷台11断前長方形のものであるが、っく 1)1ま制雑

である。土r.n卜2まと須!!-:7誌に時間差が認められるが、概

ね 8世紀初日貞である。

S H31止、南北3.5mを計り、家主l土{立制資区外にのび

ている。主鞠1111伎はN-20・-wを取り、 SH 1とはま異

なる。欧而に 11ピソト ・不定形の土I制文子高ち洛みがあ

り平坦ではないが、黒色土 .11音波茶色系土i見令土を貼

床とし、この上回ではlrr混となる。ピット{対応リ込み

が浅く、平而形に Lぱらつきがあることから 、主総穴

とは;.与えにくい。検出部分においてカマド痕は認めら

れないが、東辺につくものと想定される。

S H51ま、 T8で検出された中では最も規紋が大きく、

残りも良i8ーなものである。南北4.8m、東西5.0mを計

り、N-17・-wを主豹11方伎とする。来迎中央審rsやや南

主将 リにカマ ドがつき 、務千プランがくず札ているが、

械ね正方形を呈する。西辺からコの王子状に1幅約60crnの

幣協が巡っているが、 iじ・南辺中央官11において浅くな

り終J与している。床磁はほぼ:qit旦であリ 、ま枝穴が4
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か所認められる。カマド l立 、 向裾部 ・ 天井音~の 1 部が

残存しており 、掘り込み底面から推定天井高rsまでの高

さは約50cmとなる。底面には支柱石ft{が認められたが、

燈i藍li.{i定認されなかった。カマドF持裕樹1から海辺の問

には、貯蔵穴がある。長辺1.8m・短辺0.8mの附丸長

方形を呈し、主柱穴の lつが切り込んでいる。

出土巡物1;1:、貯蔵穴内を主体として 、北西隅訟で構内、

カマド内組土から検出された(第 2図)。

5 -10は、いずtLも!貯蔵穴から出土じたものであリ

5-7は須恵緑、 8-10は土Cjfi様である。 5は、口径

12.0cm、総高4.3crnを計り、 SH 1 出土のものと類似す

る。 611高TiをヰTするもので、口径18.7cm、総高5.0酬

を計る。口縁苦ril1直線的に外方へのぴ、高台11断ilu長

方形であるがやや丸みを情ぴる。 71立、焼成の甘い~i'(

jiB;総の鉢である。底部外商は回転ヘラケズリによって

鐙形され、口縁昔1SI1外簡を若干立ち気味に肥厚させて

端部を明瞭にさせている。口径 ・線路は、16.0cm・10.5

cmで為る。 8 ・ 9 は、ノj、犯のIDV~土器である。 8 li、

口径12.6cl11を百十 1)、ロ綾部は彼線的に外方へのび、胸

部l卓球形にjfr<.なると想定される。屑者rsには 1条のへ

ラ描き沈がjiがj箆リ、上半はタテハケ ・下半は下から上

へのへラケズ リが施される。胸部内而には、ヨコハケ

カイ霊責務に銭存している。 91ま若干いびつであるが、口

径10.7cm、器目玉14.0cll1を計る。外野気味の口縁端部lま、

若干上方へつまみ上げておさめる。 m司郎は最大後であ

る属部から直線的にひろがり 、JLlまの底部となる。外

fujl;l;タテハケ、内部はナテPによって鯛主主され、底部に

は指頭圧ff(が悲し L、。 101立長UI日i畿の口絵苦rsであり、緩

やかな受口状を塁し 、対jj昔I1Iま単純におさめている。図

示していないが、 !:，~泌内からはかえりを有する須~($

王手身、長鎖王宮、長ßI，l~~がlI!なリあって出土している。

これらは、械jJ8世紀前半に相当する。

T8の南に位巡する T9においてむ、 1t!点検出して

いる。1m約6.5mを計る正1]I移のむのであリ、来辺に

カ-?I、を持つ。床開lこ{ま 4か所のま柱穴が線認されて

おり 、土問H*占小Jtのみの1:1:1土であるが、T8とほぼ同

時期と想定される。

以上の~穴住居からは 、 2 ・ 3 の傾向を読みとるこ

とができる。まず 、1来関税，'1から T8-Sト!1=16m'、T

8-$ H2・SH3=12mとT8-S H5=241げ T9-S 

H 1 -42111'に大男IJされ、大型のものについてのみ、 4

本のま桟穴が干'f1'tすることである。このことから、床

面約と建築制iiiiに差異があったことがうかがわれる。

と同時に、大!?!のものを中心として集泌が桃成されて

いたであろうことが恕定さ tLる。また、当t弘点に必い

ては、カマドが来辺中央帝11につくことがあげられる。

一方、集rr;の南側IJのT1からは、治i'il1式Hj'行J切の経

穴住応ーがi検出された (UK2-T1-SH2)。当初鋭般は
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※波状文部介は板材療が銭存している部会を示式

《議 (f) 

/ 。
G議。

三主員 三二Z55 i 

。 4 .. 

第 3図 後川遺跡(UK 2 )竪穴住居 ・出土遺物実測図
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7.201 X7.2m であり、 ~t辺を拡リたして建て替えが行な

われ、 8.001X7.2mの長}'j形になうている。いずれに

{， c，ulもが伴い、 Pi:~IH去の 1!9 . *1:;引合いには、板材の打

ち込み痕と定!定されるJIri，i数cmの千五ち込みが確認されて

いる. 4か所の主位火の位i泣はIlln奇襲しているが、

北西・街西 ・南米の間部分、柱穴の対角線上にしっか

リした位穴が~められる. 1!9辺にはこれらの中央部に

む同僚の位火が有:ゐ:する.これらは、拡吸時のものに

1'1，うむのであり、 1"1泌総4iに波i時が泌められる。南辺

中央部に11、径約 1111、派さ約 101のjてf誌がある。中

央官1Iに焼こ1:が世‘められたが、 Jぷf(，ib'らかなり上位1:位

湿しておリ、 IUI搬なlil付が防'lHfJt:Hきれなかヮた。

造物{立山ニl二1"すからー織に:1Iょしているが、北;m究機

|有において公口 ~)( I-Hま製l彩 1'. 日正 ・ 117i杯Jf3土滞 ・ 蛮!杉土

昔話低i百;がかたまって :Hjニしている 。 j立物級王~がはとん

どjffi んでいないので、こよで1.tJ:じ~!.主的事長 1) の良いむの

を図示する(!A¥3問)“ 11主、 t枝川|付から出土した受口状

口紋喫Jf3土骨14で》ある。 u径は15.0Cn1をJ十り、ロt設立省管1¥

を外方へ~:Bさせるが;a織は緩やかであリ、内面では

わずかに内務fするにすぎなも、. IJ~lmlはE求青3にi亙〈、外

ilûli羽L~ 、ヵキノ状みH.~が泌されている。ロ紋都内外商I

はヨコナデ、制部内蘭 I孟桁~Iiによるナデアゲによって

平滑に仕上げられている.μl織のものは、他に 3個体

rM~出土している. 2 IJ.、布留式の特徴をイTする裂形

土日iBである. Ui.安部外I(UIJ.ナデによって若手法打って

おり、端部はl犯JI/.させて内傾する三I<.tf!凶1を有している。

月附1¥外f(tIにはタタキノが残存し、，、ケノは認められな

い。内 f(lj IJ. ~Áffllにやや IfiÎ剖J向、上位約士{止指鋭圧政
とナデ、そhよリ以下11へラケズリによって調怒され

ている。他に数s¥H本分:H十.しているが、 U!.1苦1¥下半外而

は、ハケメ刷物が必められる. 31まir5J:f、j移二t*fであり、

u筏19.4"111、昔話1¥'fJl3.0cmをi!十る。1:(.、部はやや内野気味

にのび、外而iにわずかな伐を形成する。!胤l許111;1:、裾剖i

が大 きく 1:品 1111 してひろがリ、 t品川11はJjl.~.li.に必さめる。

.if部との彼介 IJ.、円脅~1éJ恨it. による。 f\)，'~~:iHま係部がヨ

コナデ、胸部外I(OIJ.へラケズリ的な'ti，I(7)Iよいへラミガ

キである。 t，SJ不If~ 1:総11他に数例(水分出土しているが、

li~HlJ 内 :Bょのものは、"*ま地t絡を外 )jへ突出させてお

さめている。他には、単純くの'j':~)(LJ 絞めノj、仰の波形

土線、小守!九'~'f~!形オ: ~i;:tJ( ~千々数例体分出土している

が、 ~fl!!I: ~~ Il含まれていない.

この室長穴住1，1;11、周辺地にねItる当ぷJUIの Lのが、

大引のものでL一辺 6Illljijf去でJうることーと比較すると

1m-2m大きく、床面fUにして20m'以上広い Lので

ある r.wに当ぷ!日lの処協が干f.(( しているととがニf~!

されると共に、~，~造的{ニ L 般討の余.It!!.が残されている。
O"A" ... 

(2) l:下追跡

L~光 .~:IUT北 IHI! にひろがる j立跡であるが、今回の調子t

対象.I1!! 1孟大手前遺跡と上下ili~の UIJにあたリ、遺跡地

図Jこli~ (J.It!!.となっている部分である.

半鴎追跡と殺したT7におも、て{阜、.i1H反した H-liの

竪穴住加が検:Bされた(KS-T8-SH1. 2). SH 1 li、

東西4.201 、南北4.601 を ~t・リ、 N-25~Wをま軸方位

とする.西 ・ 衛辺には浅い術品~1JC.illi.リ、カマド痕 Ij~t

jl1 と *ill北端の 2 か~時必めらlLる.務 ・ H:lli来倹討で

あるが、いずれむ~り込み総合伐すのみである。*辺

のものについては時iliが残存しているが、いずれにし

ても町而iに桜して泌内に必さまるものである。

SH 2 Iま来辺を鰍車場した bのであり、米凶4.1rn、南

北3.301 を ，11-る.jj.tiU'IJ 9とやや市街リにカマドfJ.~があり、

派閥に l主主性火 ・ 1\そ hV~は惚められな、、。 I:H:仁逃物iま、

Sト12に伴うとY;'えられる(白ii4凶). 1 はむ~i J~i: 7.;';杯身で

風土内、 21iこlニr.lli総sllでSH2のカマド内似土から出土

したむのである。 1IまD径11.8cm、終日百3.5cm ~'，:11- リ、

成古1111凶転へラケズリのまま米湖悠である. 21ま口径

21.0Cn1、株高:2.5cmを;H・1)、Uf.ま端部1111巴厚させて)L

くおさめる。民官官外[信11 i11J1Ji圧:Jl~ とナデによって調絡

され、内i7iiには'~'fïllïから口 ~ffll にかけてれñ!j村kUil文

が U1施されておリ、{気ね‘1<城 II-UlltIlによt定される。

T7の東方に設定したTllからは、 3械の室長穴住居

が検出されたが(KS Tll-SH 1-3)、SH3は銭リが

惑いため、ここではSHl・2について記す.

SHlは、推定 li1l4.6mをJり、 N-20・-wを主軸

方位とする。 4ヒ辺，'，央官ßに、伐リのn~fなカマドが検

出された。 ~&i り込み帝都に li;什1:行泌があり、治子l設ïfij

から突出している。tl¥I:i立物IJ.、カマ ド西側紹邸周辺

から主として検出されている<!A¥41';<ll3-5Iim必

然、 611ニtMi総でbある。 3は11後12.0側、総高 3.7cm

をJ十り、ほffllliやや)LI吹をおびる。 4IJ. Il i主15.9cmを

計り、天井部11緩やかにi引ザし4，if平なili:妹つまみを訂

する。対日蒋11はわずかに災11¥し、間rl(!i三角形を皐す る。

51判断耐がliiiFleなれ!防を2する向f;を1iするム{、身であ

。}、 口I釜J4.4cll1、世品川3.8crn、正Gf;径10.2cmを計る。

口縁部はやや内切し、訓告11は'il純におさめる. 6 は J~

口鉢であり、制後17.0cm、u径2Q.5cmの的問JHを呈す

る。Ii*ま背1111、ヨコナデによ勺て単純にねさめられて

いる。外I(Ji はどいがタテハケ、.ド・I~がへラケズリであ

リ、内iiiili一lfiiにハケ j が泌される.械ね‘1'-1成 I1U)に

相当しよう。

SH211、SHIにi釘;nを切り込まれた l辺 4.6111のも

のである.商 ・ 市i互には li~械が巡るが、床rñjに位穴li

検111されていない.

当i古跡でIH夫氏なトレンチi狗1tであったため、 ffii的

にどの隙なm成を取るかは不明である。しかしながら、

f奈川遺跡の状況にjfrいと忽!定される.床副総は、 T7

-SHl=19m" T 7 -SH2=14m'、 γ11-SHl・2=21

r
D
 



m'て'あり、住火を街しない l~: は、 UK-SHl -5 と 11J

じである。

4. まとめにかえて

本俗的主 j遺物~!ã~l ・ 検討を加えていないため、ここ

で多くを記すことはできないが、 2・3の課題をかか

If、まとめにかえ Tこい。

有i悩式併行j切の笠穴住居1:'、県内一円において多数

検出きれているが、大1t'!のものでら縦i.J.l辺日 111J;!1lで、

あり、 UK2-Tl-SH2よリは約1111f.U:lt小さ、、。 tJ.l.H~

のlt校だけでは何も震えないが、今1去検討を加える こ

とによ 1)、弥生11寺代後期以降不明i僚である当地の様相

がB)'Iらかにされることを刻H寺したい。

次に UK-T8-SHJ-5、T9-SHI、KS-T7 -

SHl，2、Tll-SHl-31よ、いずれも 8世紀前半期の笠

六往信十て'あ 1)、ll，li立H・建物との共存の可能性はあるら

めの、主喜をなf:t厨形態として継続していたよとは明ら

I KS-T7-SHl・2 ※アミ部会はカマド痕を示丈

KS-Tl1-SHl・2

。
@ 

SH2 

旨面画面司

4" 

かである。これらを lj1l5-6m前後の大引住居。が存

(1:していた 7世紀代のものと比較すると、そのr，J;lJ火1;):

~:ìlÌ'!、していると 蓄える。これに伴い、床磁絞20m'以下

では主./:t穴が認められず、 I地造的去を興がある，

j!I江八幡市中央部以前においては、 7世紀前半~中

~においてi/iii.ïL校建物集{I';に転換する 。 一方以北にお

いては、高月 19] 井口遺跡 ・ Ip良 n汀卜之Mllí遺跡 ・ 百~j生 JIIT

外r.!.、遺跡 ・安土問中島ii遺跡 ・|百lを]探巡側、t..cトて寸断ぷ伎鑑

物と共有ーした }f~て'照穴 ttl否が倹出されている ω 湖東 -

iMI ~tにおいてらiA月前と向調するitt閥、Lあるが、その;1ま

枚は一機ではなく 、約 l世紀iこねた勺て残存する状況

は前;JI Ï'隠と大きく~~~なる点である。これに泌目すると、

今回報告したimWIJを包析する:hl!.彼1;):.、むしろ湖北 ・湖

東的であリ、今後当胞の歴史的な地域干1:を々える上で

示唆的であると怠えよう 。

(小竹み 1向弓ユ)

ヒーt;~
、主土宝さ伊似タ竺ぎ~íI
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第 4図 上下遺跡(K S)竪穴住居・出土遺物実測図
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